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令 和 ２ 年 度 予 算 編 成 方 針

1 経済の状況  

我 が 国 の 景 気 は 、緩 や か に 回 復 し て お り 、先 行き に つ い て は 、雇用 ・所

得 環 境の 改 善 が 続 く な か で 、各 種政 策 の 効果 も あ っ て 、緩 や か な 回 復が 続

く こ とが 期 待 さ れ る。た だ し、海 外 経 済 の動 向 や 金 融 資 本 市場 の 変 動 の影

響 に 加え 、消 費 税 率 引 上 げ 後 の 消 費 者 マ イン ド の 動 向 や 相 次ぐ 自 然 災 害の

経 済 に与 え る 影 響 に 留 意 す る 必 要 が あ る な ど 、不 透 明 な 経 済状 況 が 続 いて

い る 。  

２  国と地方の状況  

政 府 は 、 令 和 ２ 年 度 予 算 に つ い て 、 「 経 済 財 政 運 営 と 改 革 の 基 本 方 針

201 9」 （ 令 和 元 年 6月 2 1日 閣 議 決 定 ） を 踏 ま え 、 引 き 続 き 、 「 経 済 財 政 運 営 と 改

革 の 基 本 方 針 201 8」 （ 平 成 3 0年 6月 1 5日 閣 議 決 定 ） で 示 さ れ た 「 新 経 済 ・ 財 政 再

生 計 画 」の 枠 組み の 下 、手 を 緩 め る こ と な く 本 格 的 な 歳 出 改 革 に 取 り 組 む

と し、こ れ ま で行 っ て きた 歳 出 改 革 の 取 組を 強 化 す る と と もに 、施 策の 優

先 順 位を 洗 い 直 し 、無 駄 を 徹 底 して 排 除 しつ つ 、予 算 の 中 身 を 大 胆 に 重 点

化 す ると し て い る 。ま た 、我 が 国 の 成 長 戦略 を 推 進 し 、経 済 再 生 と 財 政健

全 化 の両 立 を 目 指 し て 、更 なる 改 革 に 取 り組 む と と も に 、７ 月 には 、「 令

和 ２ 年 度 予 算 の 概 算 要 求 に 当 た っ て の 基 本 的 な 方 針 に つ い て 」 （ 令 和 元 年 7

月 3 1日 閣 議 了 解 ） に お い て 、 予 算 編 成 に 当 た っ て の 基 本 的 な 考 え 方 を 具 体 的

に 示 し、令 和 ２ 年 度 予 算の 編 成 作 業 に 着 手し て い る 。国 の 動向 が 、地方の

予 算 編成 に 与 え る 影 響 は 非 常 に 大 き く 、特 に 、地 方 の 歳 入 の大 き な ウ ェイ

ト を 占め る 国 庫 補 助 負 担 金 、地 方 交 付 税 等に 係 る 方 針 の 決 定が 待 た れ ると

こ ろ であ る 。
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３  本市の状況  

本 市 に お い て は 、歳 入 の 根 幹 と な る 市 税 で、若 干 の 増 収 が 見 込 ま れ る と

こ ろ であ る が 、大 幅 な 伸び を 期 待 す る こ とは 難 し い 状 況 に ある 。ま た、国

は 、 地 方 交 付 税 を は じ め と す る 地 方 財 政 に 係 る 制 度 改 革 に 取 り 組 む な ど 、

本 市 に及 ぼ す 影 響 が 懸 念 さ れ る と こ ろ で あ る 。  

こ の よ う な 中 、平 成 30年 度 決 算 は 、 市 税 や 地 方 消 費 税 交 付 金、繰 入 金な

ど が 前 年 度 に 比 べ 増 と な っ た も の の 、 地 方 交 付 税 を は じ め 、 国 県 支 出 金 、

市 債 の減 な ど に よ り 、 歳 入 全 体 で は 減 と な っ た と こ ろ で あ る 。  

一 方 、「 地 方 公 共 団 体 の 財 政 の 健 全 化 に 関す る 法 律」に 基 づ く 健 全 化 判

断 比 率は 、い ず れ の 指 標 も 引 き 続 き 早 期 健全 化 基 準 を 大 き く下 回 り 改 善し

て い る。し か し、健 全 化判 断 比 率 は 、全 国 平 均 と 比 較 す る と依 然 と し て高

い 状 況に あ る 。こ れ ら の指 標 に つ い て は 、経 常 収 支 比 率 な ど の 指 標 と と も

に、今 後 の 財 政運 営 に とっ て 重 要 な 指 標 であ る こ と か ら、そ の 推 移 には 十

分 な 注意 を 払 っ て い か な け れ ば な ら な い 。  

引 き 続 き 、税 制 改 正 や 様 々 な 制 度 改 正 な ど、国 の 動 向 を 注 視 す る と と も

に 、少 子 高 齢 化 の 進 展 な ど に よ る 社 会 保 障関 係 経 費 を は じ めと し た 義 務的

経 費 の増 加 に 加 え 、公 共 施 設 等 の維 持・更 新 経 費 の 増 加 に も 対 応 し て い か

な け れば な ら な い 。こ う し た 状 況 の 中、健 全 財 政 を 維 持 し つつ 、第 ４次総

合 振 興計 画・後 期 基 本 計画 に 掲 げ る 各 種 施策 を 着 実 に 進 め るた め に は、極

め て 厳し く 難 し い 財 政 運 営 を 余 儀 な く さ れ る こ と に な る 。  

４  予算編成の基本方針  

令 和 ２ 年 度 予 算 編 成 に あ た っ て は 、人 口 減少 等 を 踏 ま え た 国の 歳 出 改 革

や、地 方 に お け る 歳 出 改革 ・効 率 化 と い った 制 度 改 正 に 加 え、人 づ くり革

命 や 働き 方 改 革 、地 方 創生 の 推 進 に 関 す るこ と な ど 、積 極 的に 国・ 県から

の 情 報収 集 に 努 め る と と も に 、以 下 の 事 項を 念 頭 に 、「５  予 算 編 成 に 向
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け て」に 掲 げ る 具 体 的 事項 に 留 意 し 、予 算 の 効 率 的、効 果 的な 配 分 を 行う

と と もに 、行 政 サ ー ビ ス の 更 な る 向 上 に 努 め 、引 き 続 き「 安 心 度 埼 玉 Ｎ ｏ .

１ の 越 谷 」、 「 市 民 が 誇 れ る 越 谷 」 、「 い き い き 活性 化 す る越 谷 」の 実 現

を 基 本理 念 に 、全 職 員 の創 意 工 夫 に よ り 最大 限 の 努 力 を 傾 注し 、予 算編 成

に あ たら れ た い 。  

（ １ ）第４ 次越 谷市総合振 興計 画の推進  

令 和 ２ 年 度 は 、第 ４ 次 総 合 振 興 計 画 の最 終 年 度 と な る ため 、「 水 と 緑

と 太 陽に 恵 ま れ た  人 と 地 域 が 支 え る 安 全・安 心・快 適 都 市」と し た 本

市 の 将来 像 の 実 現 に 向 け 、重 点 戦 略 に 位 置 づ け ら れ た 事 業 及 び 後 期 基 本

計 画 第二 期 実 施 計 画 に 掲 げ る 事 業 を 基 本 に 、効 率的 、効 果 的 に 取 り 組 む

と と もに 、 第 ４ 次 総 合 振 興 計 画 の 着 実 な 推 進 と 総 仕 上 げ を 行 う こ と 。  

な お 、後 期 基 本 計 画 第 二 期 実 施 計 画 の 採 択事 業 に つ い て は 、そ の 採択

額 を 上限 と し て 予 算 計 上 す る こ と と す る 。  

（ ２ ）行政 改革 の取組  

持 続 可 能 な 財 政 運 営 に 向 け て 、第 ６ 次 行 政改 革 大 綱 の 方 針 等を 踏 ま え、

経 営 感覚・コ ス ト 意 識 を持 っ て 臨 む と と もに 、令 和 ２ 年 度 は 、計 画 期 間

の 最 終年 度 と な る た め、実 施 計 画 に 掲 げ る具 体 的 推 進 事 項 の進 捗 を 図 る

こ と 。  

（ ３ ）災害 等を 踏まえた対 応  

東 日 本 大 震 災 や 近 年 の 大 雨 な ど の 状 況 を 踏 ま え 、市 民 の 安 全安 心 を 守

る 施 策へ 的 確 に 対 応 す る こ と 。  

（ ４ ）効 率的 ・効果的な 予算 運用の推進  

依 存 財 源 は も と よ り 、自 主 財 源 の 積 極 的 な 確 保 に 努 め る と と も に 、行

政 評 価 の 結 果 等 を 踏 ま え た 事 務 事 業 の 見 直 し や 一 般 財 源 ベ ー ス に よ る

配 分 予算 を 実 施 し 、 予 算 の 効 率 的 か つ 効 果 的 な 運 用 を 図 る 。  
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（５）予算編成過程の透明性の確保  

予 算 編 成 過 程 の 透 明 性 を 確 保 し 、市 民 へ の説 明 責 任 を 果 た すた め 、予

算 要 求額 等 の 公 表 を 実 施 す る 。  

（ ６ ）特別 会計 の運営原則 の徹 底  

特 別 会 計 に お い て は 、独 立 採 算 を 基 本 に 収支 の 調 整 を 図 り 、安 易 に 一

般 会 計に 依 存 せ ず 、特 別 会 計 内 で の 事 業 の効 率 化 や 経 費 の 節減 な ど の 自

助 努 力に 努 め る こ と 。  

５  予算編成に向けて

（１）財源の確保  

① 自 主 財 源 の 根 幹 で あ る 市 税 に つ い て は、今 後 の 経 済 情 勢 や地 方 税 制 度

の 改 正等 を 見 極 め 、 的 確 な 額 を 見 積 も る こ と 。  

② 課 税 客 体 の よ り 一 層 の 適 正 な 把 握 、税 負 担 の 公 平 性・公 正 性 を追 求 し

つ つ 、更 な る 収 納 率 の 向 上 に 努 め る こ と 。  

③ 市 税 以 外 の 未 収 金 に つ い て も 、越 谷 市 債 権 管 理 条 例 を 踏 ま え 、的 確 な

収 納 対策 に 取 り 組 む こ と 。  

④ 国 県 支 出 金 は 、法 令 改 正 や 制 度 改 正 な ど の 動 向 に 十 分 留 意 し 、積 極 的

な 財 源の 確 保 に 努 め る こ と 。  

⑤ 市 の 印 刷 物 な ど へ の 広 告 掲 載 、行 政 財 産 の 活 用 、将 来 を 見据 え た 不 要

な 市 有財 産 の 売 却 な ど 、 自 主 財 源 の 更 な る 拡 充 に 努 め る こ と 。  

⑥ 使 用 料 、手 数 料 、分 担 金 、負 担 金 等 は 、「 使 用 料 等 の あ り方 に 関 す る

基 本 方針 」の 趣 旨 や 、受 益 者 負 担 の 原 則、住 民 負 担 の 公 平 性確 保 の 観

点 か ら 、関 連 コ ス ト と の バ ラ ン ス や 、市 民 生 活へ の 影 響 等 を十 分 配 慮

の う え、現 行 制 度 の 根 本的 な 見 直 し・改 善 に よ り 、更 な る 適正 化 を 図

る と とも に 収 納 の 確 保 に 努 め る こ と 。  
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(２ ) 徹 底 したコ ストの削減  

① 経 常 的 経 費 、 投 資 的 経 費 を 問 わ ず 、 過 去 の 実 績 に よ る こ と な く 、 適 切

な ア ウト ソ ー シ ン グ も 視 野 に 入 れ 、各 部 にお い て 見 直 し や 点検 を 行 い、

十 分 に精 査 す る こ と 。

② 第 ６次 行 政 改 革 大 綱 に 基 づ く 実 施 計 画 の 取 組 や Ａ Ｉ・Ｒ Ｐ Ａ の 導 入 な

ど 、投 資 に よ る 削 減 効 果 が 確 実 に 見 込 め る 取 組 に つ い て は 、新 たに 必

要 と なる 経 費 を 可 能 な 限 り 予 算 措 置 す る 考 え で あ る 。  

③ 職 員 一 人 ひ と り が コ ス ト 意 識 を 持 ち 、行 政 改 革 の 観 点 か ら事 務 事 業 の

あ り 方を 見 直 す な ど 、経 費 の 節 減・合 理 化 に 努 め 、徹 底 し たコ ス ト の

削 減 を図 る こ と 。  

④ 経 常 的 経 費 に つ い て は 的 確 な 対 象 の 把 握 に 努 め、投 資 的 経費 に つ い て

は 事 業の 緊 急 性 、必 要 性、投 資 効 果 、後 年 度 の 財 政 負 担 等 を十 分 検 討

し 、 適切 な 要 求 を す る こ と 。  

(３ ) 行 政 評価の 反映による 予算 の重点化  

① 限 ら れ た 予 算 を 有 効 活 用 し 、最 少 の 経 費で 最 大 の 効 果 が 挙げ ら れ る よ

う、行 政 評 価 制 度 に お ける 事 務 事 業 の 評 価結 果 を 予 算 に 反 映す る こ と。 

② 事 業 の 抜 本 的 な 見 直 し を 行 い 、妥 当 性・効率 性・有 効 性・貢 献 度 等 か

ら 優 先順 位 を 精 査 し 、 予 算 の 重 点 化 を 図 る こ と 。  

③ 新 規 事 業 の 提 案 に つ い て は 、原 則 と し て既 存 事 業 の 見 直 し（ 廃 止 ）や

新 た な財 源 が 確 保 さ れ る も の を 前 提 と し、事 前 評 価 を 適 切 に実 施 す る

こ と 。  

④ 事 後 評 価 ま た は 外 部 評 価 の 結 果 、検 討・見 直し を 行 う こ とと な っ た 事

務 事 業は 、 改 革 改 善 の 方 向 性 を 整 理 し た 上 で 予 算 要 求 を す る こ と 。  

(４ ) 配 分 予算の 推進  

① 各 部 に お い て 既 存 の 歳 入 の 増 額 や 新 た な 財 源 の 確 保 を 図 る こ と に よ

り 、事 業 費 の 拡 大 が 可 能 と な る た め 、部 内 に おい て 責 任 を もっ て 調 整
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す る こと 。  

② 配 分 対 象 事 業 に つ い て も 、引 き 続 き 事 業 の 見 直 し を 図 る と と も に 、経

費 の 見積 も り に あ た っ て は 、決 算 の 状 況 な ど を 分 析 し 、そ の 実 績を 十

分 に 踏ま え る こ と と し、過 去 の 実 績 を 超 える 経 費 の 見 積 も りは 行 わ な

い こ と。  

③ 予 算 編 成・執 行 に 対 す る 職 員 の 意 識 改 革や 更 な る 事 務 事 業の 見 直 し な

ど を 目的 と し た イ ン セ ン テ ィ ブ 制 度 に つ い て は 、各 部 の 歳 出削 減 努 力

な ど を予 算 編 成 に 反 映 す る こ と が で き る た め 、こ れ ま で 以 上に 効 率 的

な 予 算執 行 に 努 め ら れ た い 。  

④「 予 算 の 使 い き り 」の 発 想 を 改 め 、す で に 目 的 を 達 成 し た事 業 に 関し

て は 積極 的 に 廃 止 ・ 縮 小 と す る こ と 。  

 (５ ) 市 単 独補助金の適正 化  

① 補 助 金 等 調 書 に お け る 評 価 が 、「 減 額（ 縮 小 ）」等 と な った も の につ

い て は、既 に 見 直 し 計 画 が 提 出 さ れ て い る が 、そ の 実 現 に 最 大 限 努 め

る こ と。  

② 外 部 評 価 の 結 果 を 踏 ま え 、そ れ ぞ れ の 補 助 金 等 に よ り 実 施し た 事 業の

実 績 や成 果 を 十 分 検 証 す る こ と 。な お 、補 助 事 業 の 成 果 等 が 示 せ な い

も の や今 後 改 善 が 見 込 め な い も の な ど に つ い て は 、厳 し く 調整 に あ た

る も のと す る 。  

③ 令 和 元 年 度 は 全 て の 補 助 金 を 対 象 と し た 一 斉 見 直 し の 年 と な る た め 、

補 助 金の 継 続 に は 、令 和 ２ 年 度 当 初 予 算 要 求 時 ま で に 、所 要 の 手 続 き

が 必 要と な る こ と を す で に 通 知 し て い る と こ ろ で あ る が 、補 助金 等 評

価 基 準及 び 補 助 基 準 を 踏 ま え 、適 切 な 事 務 手 続 き に 基 づ い た予 算 要 求

を す るこ と 。  
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 (６ ) 越 谷 市公契約条例を 踏ま えた対応  

① 条 例 の 目 的 を 踏 ま え た 、 適 正 な 予 算 要 求 を 行 う こ と 。  

② 労 働 報 酬 下 限 額 が 適 用 と な る 対 象 契 約 に つ い て は 、経 費 を見 積 も る際

に 十 分留 意 す る こ と 。  


